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特集「マルチメディア，分散，協調とモバイル
システム」の編集にあたって

土 井 美 和 子†1

近年，生活の至るところで有線・無線問わず様々な種類のネットワーク技術が使われてい

る．インターネットや携帯電話はもちろんのこと，ICタグ，乗用車の車内ネットワークや

車車間通信，電力線ネットワーク，情報家電，ゲーム機など，コンピュータとネットワーク

は一心同体のものとなりつつある．今後ますますこの傾向は続き，すべての機器が同種ある

いは異種のネットワークを介して繋がる日も近いと考えられる．

このような背景の中，マルチメディア，分散，協調，モバイルなどのネットワークに関わ

る広範な分野において情報技術の発展を支える多数の研究が行われている．これらの分野に

おける研究が一同に会す研究発表および討論の場として，マルチメディア，分散，協調とモ

バイル（DICOMO）シンポジウムが開催されている．同シンポジウムに関連する成果を集

約することで，この広範な分野の最新研究を概観できると期待される．

本特集では，このような社会に根差したネットワーク技術に注目し，コンピュータ/ネット

ワークに関わるサービス・システムに関する幅広い分野から論文を募集した．速報性を重視

し，シンポジウムでの発表から論文誌掲載までの期間を最小限とするため，ジャーナル論文

誌としては初めてシンポジウムとの並行投稿制度を採用した．編集委員にはDICOMO2009

シンポジウムの主催，協賛研究会・研究グループであるマルチメディア通信と分散処理研

究会，グループウェアとネットワークサービス研究会，モバイルコンピューティングとユビ

キタス通信研究会，コンピュータセキュリティ研究会，高度交通システム研究会，ユビキタ

スコンピューティングシステム研究会，インターネットと運用技術研究会，放送コンピュー

ティング研究グループ，電子化知的財産・社会基盤研究会，情報セキュリティ心理学とトラ

スト研究グループの各運営委員，論文誌編集委員を中心に，本分野に造詣の深い者が就任
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し，投稿された 76件のうちから特に優れた 23件の論文を採録した．

DICOMO2009 シンポジウムは 10 研究会・研究グループによる主催・協賛であるため，

特集号編集委員会としては，各分野からの論文が集まることを期待した．最終的に 6主催

研究会に関連する論文が採録となり，その多くは他の研究会の分野との横断的な内容であっ

た．また，並行投稿制度も十分に活用され，50件の論文が並行投稿制度に基づく投稿であっ

た．シンポジウム発表者による論文執筆の意識向上および論文執筆者によるシンポジウムへ

の参加意欲向上と相乗効果があったものと考えられる．

最後に，本特集号の編集にあたって，あらゆる面からご尽力いただいた岡本昌之幹事，峰

野博史幹事をはじめとする特集号編集委員会委員の皆様に深く感謝申し上げる．
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